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活動をはじめる動機 

わが国の未来を託す子ど

もたちの教育について、最

近よく論議されるようにな

りました。そんな中で昨年

度、神戸市シルバーカレッ

ジでは学生による地域活動

の一環として、西区の櫨谷

小学校で算数などの授業補

助をはじめたのです。おじ

いちゃん、おばあちゃん先

生の教えに、子どもたちも

苦手な算数に興味を持ちは

じめ、メキメキと計算力も

付いてきました。 

グループ わ の取り組み 

 このことがシルバーカレ

ッジやグループ わ で話題

となり、学生たちに呼びか

けて、全市的な運動に広め

ようということになったの

です。５月１７日に開かれ

たグループ わ の総会で、

本年度活動方針のひとつと

して「子どもたちの学習支

援活動」を発表しました。

その後、シルバーカレッジ

の在校生に対するグループ 

わの説明会でも、この支援

活動への参加協力を呼びか

けました。 

 

市教委、校長会の反応 

６月３日には神戸市教育

委員会に趣旨説明をすると

ともに、協力を要請しまし

た。市当局として本年度は

予算的な応援は出来ない

が、大変よいことなので大

いに期待しているとの回答

でした。この日開かれた市

内１７０小学校、養護学校

４校の代表校長会や、６月

６日の各区校長会の議題と

して取り上げられ、学習支

援を受ける希望校を募るこ

とを決めました。 

 その後、わずか１ヶ月足

らずの間に派遣要請のあっ

た学校は、灘区六甲小学校

など１２校にのぼっていま

す。 

各小学校現場の希望 

 各校の希望を聞いてみま

すと、対象学年は１年から

６年生までの全学年で、１

校当たりの希望者は２～１

０名、補習教科は算数、国

語など。学習指導だけでな

く、校内での生活補助指導

の要請もあります。放課後

のクラブ活動の指導もあ

り、今後こうした要請校が 
増えることが予想されま

す。 

 

 子どもたちの学習支援活動がスタート         理事 中沢 保夫 

 お父さん、お母さんに代わって小学生たちが苦手とする算数などを教えてみませんか― 

 ＮＰＯ法人グループ わ が本年度活動方針で、初めての試みとして取り上げた「子どもたち

の学習支援活動」が大きな反響を起こそうとしています。神戸市小学校々長会でも話題とな

り、すでに１２校から申し込みがあり、今秋２学期から本格的な支援活動がスタートします。 

一方、グループわ事務局

に申し込みのあった会員
（シルバーカレッジ在校生

を含む）は現在２０名で
す。５月の総会以後、学習

支援のボランティアを募集

していますが、こんご希望
校が増えることが予想され

るので、希望者はどしどし

申し出てほしい。教員資格
の有無は問いません、同封

の「子どもたちの学習支援
活動」登録票に必要事項を

書いてグループ わ 事務局

へ郵送,またはFAXして下さ
い。 

なお８月８日午前10時か

ら KSC学習室 1,2で「登録

者の集い」を開催します。

わ 担当者より現況報告、意

見交換、活動の方向付け等

を話し合います。 

 

す。グループ わ 事務局で

希望校を訪問した結果、先

生方は学習支援に大きな関

心と期待をよせていて、出

来れば継続して指導願いた

いという声が出ています。 

支援活動の指針 
支援活動の内容として 

①学習の指導補助 

・算数の少人数の指導 

・総合的な学習の活動補助 
・教科や総合的な学習のゲ
ストティーチャー 

・特別支援教育の補助 

②課外学習指導補助 
・クラブ活動の指導補助 

・図書館ボランティア（お 
話の会） 

・ふれあい行事等への参画 

などです。 

櫨谷小学校で放課後、勉強を教える会員たち 
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新理事長に納利春さんを選出 
NPO グループ わ 第 2 回定期総会開く 

 議事に入り、赤司理事長

から１号議案の平成１６年

度事業報告、黒田宏副理事

長(国６)から２号議案の同

年度決算報告と、中島洋吉

監査役(生４)から監査報告

が行われた。１、2号議案

についての一括質疑応答が

あり、採決の結果異議なく

承認された。 

 牛尾議長から３号議案の

平成１７年度役員選出につ

いて提案され、新理事長に

納利春さんはじめ下記の新

役員が満場の拍手により承

認された。 

 納新理事長が役員を代表

して「昨年、新スタートし

たＮＰＯ法人グループ わ

をさらに発展させることが

私たちに課せられた使命で

ある」との力強い決意表明

があった。 

 引きつづいて４号議案：

平成１７年度事業計画、５

号議案：同年度会計収支報

告について、納新理事長、

井上新副理事長から説明が

なされた。 

 特に事業計画では本年度

から新しく「こども家庭セ

ンターの支援事業」の業務

委託をはじめ、市内小学校

低学年を対象とした学習支

援活動を計画するなど新規

事業に積極的に取り組む。

ボランティア活動のレベル

アップを図るため講習会、

見学会や「上手な話し方、

聴き方」など要望の強い講

習会を開催するとしてい

る。 

 質疑応答に入り、会場か

ら「各区のボランティア活

動にばらつきがあり、もっ

と活発にして欲しい」と熱

心な意見もあり、採決の結

果挙手多数で４、５号議案

は承認された。 

 主要議案すべての審議が

終わり、最後に今期をもっ

て退任した赤司前理事長か

ら「会員のみなさんのご協

力により、ＮＰＯ法人を軌

道に乗せることが出来たこ

新年度事業計画の説明を熱心に聞き入る総会出席者たち 

 特定非営利活動法人(Ｎ

ＰＯ)社会還元センターグ

ループ わ の第 2回定期総

会は、平成17年5月17日

(火)午前 10時からシルバ

ーカレッジホールで開かれ

た。 

 門脇淳子さん（福２）の

司会ではじめられ、まず赤

司松美理事長の開会挨拶の

あと、来賓の紹介があり、

神戸市民福祉振興協会専務

理事中本正信氏、同市みの

りの公社理事渡辺由和氏、

同市社会福祉協議会福祉活

動部長小池裕氏、中央,兵

庫,須磨の各区ボランティ

アセンター所長の臨席があ

った。 

 来賓を代表して中本専務

理事から「ＮＰＯ法人とし

てのグループ わ に対する

市民の期待は大きい」との

挨拶があった。 

 議長に牛尾祐介氏(福３)

を、書記に谷田部宏氏(生

６)を選び、牛尾議長より

当日会員総数９０９名、総

会出席者２１１名、委任状

３８６名で、会員数の過半

数を得て、総会は成立して

いる旨の報告があった。 

とを深く感謝しています」

と、離任の挨拶のあと、小

林新事務局長が閉会を宣言

して総会を終了した。 

 続いて第２部の体験発表

に移り、こうべ環境未来館

管理責任者の田波久紀夫さ

ん(園５)から「環境未来館

の企画運営に携わって」、

国際部会長の鐘築重治さん

(国７)から「この１年をふ

りかえって」をテーマにそ

れぞれ貴重な体験談が発表

された。 

 午後からは文化部会によ

るパフォーマンスに移り、

奇術、銭太鼓、新舞踊、ハ

ワイアン、コーラスなど約

１時間半にわたって多彩な

演技が披露された。最後

にビンゴゲームがあって

会場を沸かせた。 

◆ 
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グループ わ 充実発展に全力 
グループ わ の皆様５月

１７日の総会で,ご承認頂い
た納（おさめ）でございま

す。赤司さんの理事長を引
継ぐには私、いささかの力

不足を感じております。 

しかし、同時に皆様のご
承認をいただいた優秀なスタッフの方々の後押しを得て、

理事長をまっとう致します。 

またグループ わ は会員の皆様のグループ わ です。皆
様共々、グループ わ を更に充実発展させ、立派なものに

していきたいと思っております。グループ わ も昨年、Ｎ
ＰＯ（特定非営利活動法人）法人格を取得、こうべ環境未

来館の運営も神戸市から受託し、また皆様共々の努力で、

財政の危機も脱したと思われます。グループ わ もこれか

らといったところです。よろしくお願い致します。 

理事長 

納 利春 

(生･7期) 

知恵・経験を活す とにかく頑張ります 

 シルバーカレッジで培っ

た知識や技能を活かして｢で

きるものが、できることを｣

をモットーに、社会還元の

場を求めて、グループ わ 

の活動に加わって 1年余

り。その間、諸先輩方にた

だついていくだけの活動だ

ったと反省しています。 

 国際化・高齢少子化・個

別化の社会の中にあって、

わの活動は地域に目を向

け、地域と連携し活動する

組織として、その重要性が

ましています。 

わの発展のために、会員

の皆さんの豊かな知恵や経

験、技能を十分に活かせる

場を拡げるべく努力したい

と思います。気負わず、気

配りの出来る存在、縁の下

の支えとして頑張りたいと

考えています。 

副理事長 

井上 堅 

(福･8期) 

昨年に引き続いてグルー

プ わ 本部事務局の職務に

携わることとなりました。
ことしは副理事長という要

務を頂戴しました。 
昨年は わ の諸先輩方の

足手纏いにならないように

後に附いて行くのでよかっ
たかと思いますが、ことし

はそういう訳にもいかず、

果たして要務に応え得るか
と懸念しているところで

す。とにかく頑張ります。
叱咤ご指導の程宜しくお願

い申し上げます。 

副理事長 

三宅 慶忠 

(国・8期) 

より充実した活動を 

カレッジ在学中、地域活

動の一環として近くの小学

校で、算数の授業補助をは

じめた。輝くような目で懸

命に取組む子どもたち、め

きめきと計算力も付いて来

ているようです。私は何も

のにも代えがたい大きな喜

びを感じました。 

 これがきっかけで、カレ

ッジ事務局の方々、赤司前

理事長の勧めで、５月から

グループわ理事として｢学習

支援活動」を担当すること

になりました。９００人を

越える会員同士がお互いコ

ミュニケーションに努め、

より充実した活動を続けて

行きたいものです。その中

で心と心が通い合い、生き

甲斐を感じ、喜びをわかち

合えたら大変うれしいこと

だと思います。会員皆様方

のご協力よろしくお願いし

ます。 

理  事 

中沢 保夫 

(音・9期) 

グループ わ 事務局の業

務を担当し、早や１年余り
が過ぎました。特に今年度

は「ＮＰＯ法人」として重

要な第２年目であることを
銘記しなければなりませ

ん。大切なことはグループ 

わ 会員の皆さんの活動が意
義深いものとなるよう、私

達の視点を持ち行動するこ
とであると思います。こと

しもご指導、ご協力を宜し

くお願いします。 

事務局長 

小林 将悟 

(生・8期) 

何か役に立てれば 

ＫＳＣの卒業までまだ少
しという頃、卒業後 わ で

お手伝いして貰えまいかと
の話に、できる日にできる

ことがあればとお答えして

いたところ、その担当を知
らされびっくりしている次

第です。しかも全く わ の

ことを知らず、入会後ホー
ムページや活動紹介を見た

り、事務所で先輩に話を聞
くにつけ多くの部員の方々

が、多くの色々な活動をさ

れていることに驚くと同時
に、無知であったことを恥

じ入るばかりです。また卒
業と同時に,他にもボランテ

ィアを始めることになって

いましたので、時間の制約
もあり、活動の現場に赴く

機会が少なく、皆様の苦労

を身を持って体験できない
きらいがあろうかと存じま

すが、事務局での役割を自
覚し、少しでもお役に立つ

よう頑張る所存ですので何

とぞ皆様 (次頁に続く） 

事務局次長 

高橋 孝男 

(国・9期) 

理  事 

郷 肥三 

(福・９期) 

役の重大さを実感 

 このたびの総会で新し
く理事に承認されまして、

役の重さを実感しつつあり

 

ます。先輩諸氏の方々が,平
成９年７月２２日グループ

「わ」を設立されて、本年
は８周年に入りました。平

成１９年７月には１０周年

を迎える時期に図らずも世
話をさせていただけること

を喜んでいます。小生はか
ねてより残りの人生のうち

で、社会の何かの役に立ち

たいと考えていました。残
りの人生とはいえ心は青春

のままです。 

 会員の皆様には、無理
なお願いをすることがいろ

いろあるかと思いますが、
ご協力を得ながら役目を遂

行したいと考えておりま

す。書面を借りましてよろ
しくお願いします。 

 

2年目の重要な年 
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(前頁から続く)宜しくご指

導の程お願い致します。 

女性らしい仕事を 

３年間、福祉の勉強をして

参りましたが、ボランティ

アという言葉を耳にするだ
けで、なんら活動はしてお

りませんでした。その私が

卒業後、ボランティア活動
のお手伝いをするようにな

るとは、夢にも思っていま
せんでした。しかし、これ

からどこでお世話になるか

もしれません。少しでも若
い内、そして女性にしかで

きないことを、皆さんに教
えて頂きながらこの仕事を

楽しんでいきたいと思って

います。 

事務局次長 

東本 敦子

(福･9期) 

財政基盤の確立を 

財務担当 

大西 隆史 

(生・8期) 

わずか３ヶ月しか経って

いないが、会員の皆さん

がいろんな方面で活躍さ

れている姿を拝見して、

ただ敬服するばかりで

す。 

グループ わ という存在

を、多くの市民の方々に知

っていただくために「情報

ぎゃらりー」の使命は重要

であります。そのためには

会員の皆さんの声を反映し

て、紙面に新しい風を吹き

込みたいと考えています。

皆さん方の積極的な投稿を

お願いします。 

◆ 

こども家庭センター電話相談はじまる 
理事 三宅 慶忠 

 昨今家庭や社会の構造の変化の中で、こどもの福祉

や人権の問題も質、量の面において変化を来たしてお

ります。時には不幸にしてマスコミ種になることもあ
ります。それだけに、関係ご家族は勿論のこと、地域

社会も関心が深く、関係行政機関への相談が増加して

います。中には待ったなしの相談もあり、迅速かつ適
切な対応が効果的な問題解決に至ることとなります。 

 こうした時代の要請を承けて、自治体では国の指導
の下、１年３６５日、１日２４時間些かの休みもな

く、電話相談に応じる体制を設けることになりまし

た。神戸市では、行政のスリム化がいわれる中、新体
制の電話相談を現行職員体制でもこなせるよう、休・

祭日や夜間の業務時間外の相談業務を外部機関に嘱託
的な形で委託しようということとなりました。市の関

係セクションで種々検討する過程で、グループ わ の

活動実績からこの業務を委託するに適性があると判断
して、グループ わ に受託できるかの打診がありまし

た。 

 わ 会員は、数多くあるＮＰＯ法人の中でも時間に融
通の利く人が多い、しかも人生・社会経験豊かで親切

な電話応対ができる、まさにこの業務は わ に相応し
い活動ということで、受託する方向で、先号の「情報

ぎゃらりー」で従事者を募りました。３０人弱の応募

があり、受託の目途が立ち、業務を受託、７月１日か
ら電話相談開始の運びと成りました。応募者には電話

相談に必要な講義型の研修や実際に電話応対するなど

の実務研修を受講して貰いました。 
一応の体制は整いましたが、無理なく電話相談業務を

維持できるよう、いま少し従事者の体制を強化する必
要ありますので、参加くださるようご協力の程お願い

します。こうしたことで、グループ わ のシニアーパ

ワーが社会に貢献できることを願っております。 

ボランティアのお願い 
施設 神港園(しあわせの村） 
活動日 毎週火曜(第３除く) 

時間 13;30～２時間 

内容 入浴後の整髪など 
対象 要介護高齢者(20名) 

薄謝、エンコードがあり、

その他の依頼があります。 
連絡 淡路まで(592-8448) 

 

曲が弾ける人、歌の好

きな人を募集中 
施設 明生園(しあわせの村) 

活動日 第3金曜日(午前中) 
内容 女性を対象に音楽遊び

や軽いスポーツを指導 
連絡 宮城まで(521-3391) 

 

有馬温泉観光ガイド 
内容 有馬温泉観光案内所前
で日帰り温泉、ホテルの場

所、名所の場所、駐車場の

案内。２名で行う. 
日時 土日祝(10時～16時) 

謝礼 寸志、金泉入浴券 
連絡 グループわ事務局ま 

で（tel 743-8101） 

 

探してまーす 

車椅子の点検修理 
 神戸大学医学部付属病院
では、院内のボランティア
活動をコーディネートする

一環として、車椅子の保守
点検修理のボランティアを

探しています。 

 作業内容は車椅子の不備 
箇所の点検確認、タイヤー 

の空気圧調整とか虫ゴムの 
取替え、パンク修理など簡 

易な修理点検です。活動を 

始めるに当たっては、ボラ 
ンティアコーディネーター 

の方で、車椅子供給業者か 

らの修理点検のノウハウ説 
明を用意しています。ご関 

心のある方はグループわ事 

務局まで申出てください。 

えられた仕事を「公正・無

私」の気持ちを持って励む

所存ですので、会員皆様の

ご指導、ご鞭撻をお願い申

し上げます。 

新風を吹き込みたい 

広報部長 

西阪 順三

(生・８期) 

 

在学中、グループわについ

て、まったくの無関心であ

った自分が、役員の末席を

汚すことになろうとは夢に

も思わなかった。就任後

 シルバーカレッジを卒業

して１年が経ちますが,その

間 わ の会員というだけ

で、活動らしいことをして

いなかった私が、果たして

役に立つのかという不安な

心境です。とにかく先任財

務担当の岡村理事を少しで

も助け、微力ながら わ の

財務基盤の確立に努めてい

きたいと思っています。 

今更いうまでもなく、「非

営利…」の名前が示すとお

り、グループ わ は利益を

追求する団体ではありませ

んが、とはいえ何の活動を

するにも常に費用を伴いま

す。活動を支える基礎が財

政力だと思いますので、与
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7月3日（日）フルーツ・

フラワーパークで、来園者

の自由参加による七夕サ

サ飾りづくりが行われま

した。当日はあいにく雨降

りでしたが、多くの親子連

れ、障害者のグループ、成

人の団体客が会場を訪れ

ていました。グループ わ

からは、折り紙グループ８

名、あかりの会３名、本部

３名の１４名が参加協力

しました。 

 折り紙グループの人た

ちによる紙細工は、色紙や

広告紙がまるで魔法をか

けられたように変身して

助 成 金 交 付 情 報 
７月上旬までに決定した助成金事業を下記の通
り報告します。 

◎財団法人長寿社会開発センターより「高齢者によ

る外国人と日本人の親子交流事業」の助成金とし

て、￥１,６７１,０００.-が決まりました。 
  外国人の親子と日本人の親子を対象に、昔あそび

塾、自然あそび塾、日本料理教室などです。本年度
はさらに新しいもの（外国料理教室等）によるふれ

あい交流によって、お互いの文化等を理解しあうイ

ベントを開催する予定です。 
◎公益信託コベルコ自然環境保全基金より「里山の保

全と里山体験塾開催による普及啓発事業」に対し、
￥１６０,０００.-が決定しました。 

  しあわせの村の里山を整備、親子対象の里山体験

塾を開催し、一般市民の学習の場を提供します。 
◎財団法人ひょうご環境創造協会より「ケナフ栽培と

その効果的な利用」に対し、￥１００,０００.-が

決定しました。 
ケナフ栽培、ケナフ紙すき体験、ケナフ炭つくり

を通して、ケナフによる地球温暖化防止や環境教育
の普及の支援を行います。 

◎財団法人兵庫県国際交流協会より「外国人留学生ま

たは在住外国人との交流事業」の助成金について、
￥１００,０００.-が決定しました。 

  ニュースポーツ交流、日本料理教室等を通して、
外国人と日本人との交流、さらには世界の人たちと

の交流を計ります。 

盛況だった七夕笹飾りつくり 
福８‐文 井上 堅 

いくさまに、感嘆の声が上

がっていました。また、熱

心に折り紙の指導を受け

ている人たちも多く見受

けられました。用意した笹

は１００本余りもありま

したが、さらに数十本追加

する大盛況でした。 

飾りや短冊をつけた笹を

嬉しそうに持ち帰る子ど

もの姿が印象的でした。あ

かりの会のメンバーによ

る、七夕にまつわる紙芝

居にこどもたちはもちろ

ん、大人も引き込まれて見

入っていました。 

 日本の良き伝統文化・昔

あそびなどを、次世代にし

っかり伝承していくこと

の大切さを考えさせられ

ました。 
なおフルーツ・フラワーパ
ークでは、グループ わ と

の協働事業として次のイ

ベントの開催を予定して
います。 

★大沢里山探検隊 

(７月２９、３０日） 

★グランドゴルフ大会 
（１０月１５日） 

★昔遊びフェスティバル  
（１０月３０日） 

★野鳥観察会と大沢の秋

ウォーキング 

（１１月２７日） 

神戸市シルバーカレッ

ジでは、本年度第１回公開

授業として「環境保全と市

民活動」をテーマに開きま

す。 

 この公開授業は今日、重

要といわれている環境問

題の課題を拾い上げ、市民

一人ひとりが環境保全に

どう関わっていいのかを

考える講座です。 

それぞれの領域で環境保

全活動を実行されている

方々から、体験談を通して

市民活動の意義や課題な

どをお話いただきます。 

生活環境コース３学年の

正規の授業ですが、卒業生

の方々にも公開していま

す。皆さんふるってご参加

ください。 

なお第１回公開授業は７

月１５日に開催、NPO法人

環境市民代表、すぎ本育生

氏「日本のグリーンコンシ

ューマー活動」 

 

なお第２回以降の公開 
授業は次の通り。 

▲第２回9月26日（月) 

10時30分～12時 
「人と野生動物が共存で

きる社会を目指して～い
ま私たちが出来ることは

何か～」 

人と自然の博物館 
主任研究員 横山 真弓氏 

 

▲第３回 11月25日(金）
10時30分～12時 

「市民がすすめる環境活
動」 

神戸市環境局地球環境課 

環境教育係長 橋本 郁夫氏 
 

▲第4回 11月25日(金) 
   13時～14時30分 

「学校現場における環境

教育」 
神戸市立好徳小学校 

教頭 青木 公直氏 

◆ 

公 開 授 業 の お 知 ら せ 

七夕ササ飾りつくりの指導を受ける親子連れ 
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外国人留学生とのスポーツ交流会 
国８-国 佐伯 義昭 

グループ  わ  の国際部会が

平成１７年度の事業の一環
として、６月４日(土)午前１

０時、しあわせの村のロー

ンボウルス場で、外国人留
学生とスポーツ交流会を開

いた｡（財）兵庫県国際交流

協会から市民レベルの国際
交流活動の育成・奨励のた

めの助成金が出ており、国
際部会がその呼びかけに応

じたものである。 
 競技種目はローンボウル
スというニュースポーツを

行った。留学生の参加は他

の行事と重なったために少
なく、スペイン､モンゴル､

ブラジルの学生３名。それ
にグループ わの生涯スポー

ツクラブ員 10 名、国際部会

員 12 名、シルバーカレッジ
の在校生７名、計 32 名が 8
レーンで競った。 
 留学生たちが話す日本語

も滑らかで、彼等にとって

初めてのスポーツであった
が、最初のデモンストレー

ションの説明も良く理解し

ていた。 
 競技が始まると「オー」

「キャッ」「ノー」とか、日
本語で「ダメ」といって喜

び､残念さを動作や大声で表

し楽しんでいた。青々とし
た芝生の上でみんな心地よ

い汗をかいた。 

 先日、スペインの留学生

からお礼のメールがきた。
秋ごろに開催予定の 2 回目

の競技に友達の留学生を連

れて参加するとあった。 
 今回参加した留学生がス

ポーツを通して他国の若者
と交流できたことは素晴ら

しい体験であったことだろ
うと思う。◆ 

と須磨を訪れる観光客の
ガイドを行うことにしま

した。 
 鉢伏山から青く光る海
を見下ろし、義経主従が

辿ったであろう山道を皆

さんと共に歩く。そして
滅びの美学とも言える平

家の歴史をガイドする。
また、須磨寺における敦

盛の青葉の笛を披露す

る。記憶力の衰えてきた
我々にはなかなか難しい

ことですが、熱心に聴い
て下さる皆様の姿に最近

ではますます燃えてきて

おります。グループ  わ 
の皆さん、一緒に歴史の

勉強をし、全国の皆様に

須磨を案内しませんか。
ボランティアとしてなか

なか面白い仕事ですよ。 
連絡先 〒654-0061 
須磨区高尾台２丁目４-３ 

℡ ７３１－２３３７ 

平成１２年にカレッジを
卒業して５年、卒業当初

はグループ わ  の一員と

してカレッジで学んだ園
芸の経験を生かしグルー

プで高齢者家庭の庭木の

剪定を行っていました。 
 ７０歳を過ぎると樹木

の剪定などの肉体労働が
だんだんと厳しくなり、

１５年末にグループを解

散しました。その後有志
が集まって、歴史の研究

を始めました。グループ 
わ の会員、カレッジの学

生、一般市民など２５名

で活動を始めてから２年
あまりになります。 
 いろいろと須磨の歴史

を勉強しているうちに、
ＮＨＫの大河ドラマ「義

経」の放映が決まり、そ
れにあわせて観光客も増

えてきました。我々も勉

強の成果を試す折角の時

須磨の歴史を勉強しています 

園４‐環 川島 清一 

季節の草花 ①   生８－文 久保 知彦 

      夏の花 アサガオ 
「朝顔につるべ取られても
らい水」（加賀の千代女）な

ど歌や句に詠まれているア

サガオは、季語では秋の花
で、熱帯アジア原産のヒル

ガオ科の植物である。 
日本には奈良時代に薬草と

して、中国から伝来した。

江戸時代後期には観賞植物
として急速に広まり、多く

の改良品種が作られた。 
現在では小学校の教材にも

多く使われており、夏休み

前ともなると、大事そうに
鉢を抱えて家に向かう小学

生の姿が見られる。 
このアサガオも万葉集には
「朝顔は 朝露負いて咲く

といえど 夕影にこそ咲き
まさりけれ」とあるが、実

は現在のキキヨウのことを

アサガオと呼んでいたよう
だ。 
 アサガオの仲間には、昼

に咲くヒルガオ、サツマイ
モなどがある。かんぴょう

の材料のユウガオはウリ科
の植物で少し違う。 
 ところで、アサガオのつ

るは左巻きだが、南半球で
はどうなるだろう。台風の

渦巻きの方向が逆になるよ
うに、アサガオのつるも逆

になるのだろうか。実際に

見た人はいないのかなー。 
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 神戸市がゴミ問題から地

球温暖化防止対策までを分

かりやすく楽しみながら学

習できる施設として建設し

た「こうべ環境未来館」が

開館1周年を迎えました。 

この施設の管理・運営を

神戸市から委託を受けた

NPO法人グループ わ とし

ては、初めての有償大型事

業であり、ゴミ問題や資源

リサイクル・地球温暖化問

題など環境問題全般につい

て見学者に説明案内すると

いう初めて体験する仕事で

もありました。極端に言え

ば、グループ わ がこれか

ら成長・発展して行けるか

どうかの命運が掛かってい

る事業でもありました。 

管理・運営や見学者案内

に失敗すれば、今後このよ

うな事業に進出する事は困

難になるかも知れません。

直接担当する我々２０名に

とってはかなりのプレッシ

ャーを感じながら、市環境

局から２週間の研修を受け

ました。 

しかし、開館までには十

分な準備期間も無いままの

スタートでした。すべてが

初めて体験する仕事であり

ながら、相談する人もな

く、即断即決しなければな

らない問題が次々と発生

し、最初から試行錯誤と緊

張の連続でした。また久し

ぶりのフルタイムの勤務で

したので、体力的にも厳し

いものがありました。 

幸い関係者の皆さんの知

恵と全面的な協力のお陰

で、来館された方々に迷惑

を掛けるような大きなトラ

ブルや事故もなく、無事に

１年を経過することが出来

ました事を全員が本当にう

れしく思っています。その

結果、神戸市環境局からも

一応の評価を頂いたものと

思っており、１７年度も引

続き受託することが出来ま

した。 

この一年間に環境未来館

を訪れた見学者は、予想を

超えた１６，０００名以上

もあり、コーディネーター

（案内説明者）の方々も忙

しい日は１日に３回（1回

約２時間）案内説明する事

もありました。見学者から

は、ペットボトル、缶、ビ

ンのリサイクル問題、ごみ

の６分別問題、地球温暖化

防止対策の問題等に質問が

集中しました。特にリユー

スとしての再生品家具・自

転車の展示と提供には大変

多くの方が興味を示され、

申込をされました。 

一方、次代のエネルギー

としての太陽光発電設備、

風力発電設備等にも多くの

方々が関心を示されまし

た。最新鋭設備の資源リサ

イクルセンターでも異物除

去作業には多くの人達が手

動で行なっていることに大

変驚いていました。 

いかに種々の異物を混入

させたまま、リサイクル品

を出している人が多いかを

物語っています。一人ひと

りがもう少し正確に分別し

て、資源ゴミを出して欲し

いと思います。 

環境学習の一環として、

市内の小学校生の見学も多

く、すでに２６校から約

１，６００名の生徒達が来

館しています。こども達は

やはり資源リサイクルセン

ターの見学でクレーン等の

大型可動設備に興味が集中

して、見学途中で立止ま

り、移動しなくなる事もし

ばしばありました。県内外

の役所関係者や議員の視

察、県外の各種団体の見

学、ホームページを見て、

県外からの問合せも多く、

この施設に対する関心はか

なり高いと思いました。 

毎月１～２回企画・実施

している環境学習講座（エ

コスクール）にも多くの

方々が参加して頂き、特に

親子で参加する講座（例え

ば、ケナフから学ぼう地球

温暖化や、野草を探して春

を味わおう等）は盛況で、

わ 環境部会の各グループの

皆さんのご協力を得て幅広

い環境問題について親子が

共に学び、共に楽しむふれ

あいの場になっています。 

その他、再生品家具・自

転車の展示と提供の仕事や

従来市の職員が担当してい

た「こどもエコクラブ」事

務局としての仕事など予想

以上に幅広い分野業務をし

なければならず、気力・体

力をフル回転させて対応し

ています。 

１年が経過して、全体像

が掴め、運営面では比較的

安定してきましたが、気を

緩めずに、日々新たな気持

ちで仕事をしてゆくことが

大事だと思っています。 

２年目も更に充実した案

内が出来て「こうべ環境未

来館」イコール、グループ 

わ という評価になるよう、

全員が頑張るつもりです。

まだ来館されていない方

は、ぜひ一度お出で下さ

い。必ず役に立つと思いま

す。 

最後に、今後もグループ 

わ の皆様方にいろいろな面

でのご協力を頂き、より良

い運営をしてゆきたいと願

っていますので、よろしく

お願い致します。 

◆ 

こうべ環境未来館開館1周年を迎えて 
環境未来館 責任者 田波 久紀夫 

 

ペットボトルで出来た Tシャツに驚く小学生たち 
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去る２月２２日、小雪の

舞う神戸港から世界一周の
旅に出た。ＮＧＯのピース

ボート（３万１５００ｔ）
で、建造５０年、国際条約

でやがて廃船となる老朽蒸

気船。乗客９４０名、乗組
員４５０名の人たちと運命

を共にした。３ヵ月半とい

う長旅は不安だった。参加
者は１人参加の人が７割、

いろんなカップルの人たち
も多く、１６歳の少年から

９２歳の老人まで。なかに

はガンの告知で余命少ない
という人も居られた。 

 この船は豪華客船と違
い、各寄港地で中古ミシ

ン、自転車、衣類、文房

具、オモチャ等を贈り、地
元の人たちと交流しながら

の観光であった。船の中の

生活は退屈することはな
い。乗客同士で企画し、お

互いに楽しむ。いろんな芸
達者がいて参加しなけりゃ

損。社交ダンス、コーラ

ス、手話、英会話などの催
しがあり、適当に習得する

と発表会がある 
またヒナ祭り、赤道直下

の大運動会、のど自慢、囲

碁大会、仮装行列等。午前
と午後、毎日映画がある。

室内では終日ビデオ上映、

居酒屋、美容室、カラオ

ケ、コインランドリーと年

相応に何でもある。陸が恋
しくなると、寄港地で下

船。それぞれのツアーに分
かれて気分転換だ。 

 特に印象深かったのはイ

ースター島。溶岩の島で岸
壁がないため、５キロほど

沖に船を泊め、９人乗りの

テンダーボートで７００名
を運ぶ。本船から梯子を降

ろし、木の葉のように上下
する船に乗り移る。救命胴

衣をつけ、赤銅色の船頭が

手を差しのべてくれて乗り
移るのだが、私は足がすく

んでなかなか前に足が出な
い。９名が揃うと波しぶき

を上げて島に向かう。 

 入江は陸地だから下船は
楽だ。まず大きなモアイ像

が並んで迎えてくれた。大

きさも表情もみな違う。１
０人乗りのバスで草原を走

る。野生の牛や馬がのどか
に草を食べている。島全体

で３９０体ものモアイがあ

る。昔、部族の争いで倒さ
れたもの、またチリ地震の

とき倒れたもの等。１９９
２年、日本の大手クレーン

会社が３年かけて１５体の

モアイを立て直すことに成
功した。帰りは陽が暮れて

懐中電灯の明かりで本船に

戻る。夜のレストランは島

での話題で賑やかだった。 
 次にリビア。この国は一

般観光が近年まで許可され

なかったため「ローマを凌
ぐ遺跡」といわれる世界遺

産が見事な保存状態で残さ
れていた。まず軽飛行機で

砂漠のオアシス、ガダーミ

スへ向かう。約３０分眼下
に広大なサハラ砂漠を見な

がら草原に着陸した。 
バスで白い城壁と椰子で囲

まれた場所から地下に降り

る。迷路のように入り組ん
だ道と個室が続き、外の暑

さを忘れさせる涼しさ。そ

の一室のレストランで昼食
をとる。アラベスク模様の

敷物に、一面鮮やかな塗装
の仏画や壁画に囲まれてリ

ビア料理を頂く。午後から

果てしなく続く砂漠の一角
にラクダが１０頭。真黒の

布で全身を覆い、目だけを

出した売り子が声を掛けて
くる。ラクダは５分ぐらい

乗って１ドル。私は腰を痛
めていたので乗るのはあき

らめた。 

 続いてエリトリア。隣国
エチオピアとの３０年にわ

たる独立戦争を経て、１９
９３年に独立した若い国。

その傷跡はまだまだ深く、

港町マッサワは観光スポッ
トとは無縁で何にもない。

ピースポートはこの国の若
者にピースボールを贈り続

けて１０回目。ここでは

「汽車乗車体験」コース。
戦争中、線路の鉄は武器

に、枕木は燃料に、機関士

は戦場に狩り出され、長年
運行中止されていた。復興

整備が進み、その汽車で大
地を駆け抜け、車窓からの

風景は草原と小屋のような

民家。家畜を追う痩せた少
年、所々に難民キャンプの

集落、年中雨も降らず食糧
不足が続き、よくぞ生きて

いることと思う。紅海に面

したこの国は、灼熱の太陽
とミネラルたっぷりの荒塩

は最高。(次頁に続く) 

 

金光 時代（国･6） 

イースター島のモアイ像 

世界1周のピースボートの航路（円内は筆者） 
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一泊した家のパパさんと（タヒチ島にて） 

わ 文化部長の垣尾一士氏

が指導している｢デイサービ

ス塩北｣が１６年度全国ミュ

ージックベル合奏コンテス

トの高齢者施設の部で見

事、銅賞を受賞しました。 

 塩北(塩屋北の略)チーム

は、ミュージックベルを中

心にピアノ、ギター、トー

ンチャイムで演奏練習をし

ています。毎年、舞子ビラ

で開かれる全国大会に参加

しています。会員たちは音

楽はもちろん踊り、健康問

題にも取り組んでいます。

今回の受賞曲はアロハオエ

で、次回は金賞を狙いたい

と張り切っています。 

とき  ８月１４日(日) 

１３：００～１６：００ 
ところ 長田区ビフレホール 

入場料 大人 ２,０００円, 

学生 １,５００
円 

概要 ミヤンマーの女流作
家ジャーネージョ・ママレ

ーのベストセラーを、14年
の歳月をかけて映画化し

た。太平洋戦争中、ビルマ

戦役で何が起きたかを、日
本・ミヤンマー合作の超大

作映画である。 
ミヤンマーの美しい自然

と風土、人々の優しさを背

景に、人類や文化を越えた
｢人間愛」の尊さを訴えてい

る。 

主催 神戸ミャンマー皆好会 

映画｢ＴＨＷＡＹ-血の絆｣ 

完成試写会 in ＫＯＢＥ 
一 寸 奉 仕 

（大道芸サークル） 

 
｢幸せ」って何でしよう。 

｢幸せ｣は私達のすぐ傍にた

くさんあります。 
それは考え方とか、思い

遣りの心だと思います。 
そんな小さな｢幸せ｣を大

道芸に託して人々との触れ

合いが、私達自身の人・物
を思う心をつくります。 

また芸を磨くことが出来
ると思い、活動をしていき

たいと思っています。 

｢ありがとう｣の言葉とい
っしょに。 増金 スミ子 

(℡967-1038) 

ミュージック・ベル 

演奏で全国３位に 

阪神大震災のあと、１期生の方々がしあわせの村内に

あった復興住宅の被災者に、自作のクッキーを添えて喫
茶サービスを続けておられた。このようなボランティア

もあると感動し、平成８年秋に私たちの「クッキーの

会」を創設しました。 
以後、毎月１回欠かさず復興住宅、地域の高齢者、心

身障害者作業所の皆さんにクッキーを贈り続けて、大変
喜んで頂いています。回を重ねるごとに心温まる交流が

芽生える等が、９年近くも続けてこられた活力源になっ

ているように思います。 
 ８月下旬には、作業所の皆さんをお招きして、会員一

同とともにクッキー焼きの楽しい１日を予定しておりま

す。 

 

(前頁から続く) 重いのに５
㌔も買い求めた。 

 ペルーは｢日系社会訪問｣
のコース。１９世紀末、豊

かな未来を夢見て多くの移

民が渡り、厳しい労働に耐
え、祖国に帰ることもなく

大地に骨を埋めた人も多い
と聞く。リマの日系人グル

ープの案内で、バス１台で

どこまでも続く灰色の砂
漠。ボタ山のような重なり

合う山々、麓に椰子で編ん

だ小屋のような民家。その
奥にひっそりと建つ移民１

世の墓、千羽鶴と花・線香
を供えて涙した。 

 次にタヒチ島。自給自足
で平和な暮らしをしていた

島を１９世紀末に、フラン

スに支配下に置かれ、古く
からの伝統や文化農業、漁

業も取り上げられた。その
上２００回にも及ぶ原爆実

験で、平和な島の生活が失

なわれそうになったので、
島民のマオヒ族は主権回復

を目指して「いま立ち上が
る時」と全世界に抗議行動

を展開しています。 

 その先住民の村へ、バス
１台４０名で訪問し交流し

ました。聖なる焚き火を囲

みながら、島民のガビさん
の熱い思いを通訳を通して

聞き、夜は民族舞踊を鑑
賞、お返しに炭坑節を披露

しました。その夜は民家に

３名ずつ分宿し、私は２人
のこどものいる家で、大変

なもてなしを受け感動し
た。翌日ガビさんの山畑へ

バナナ、タロイモ、カボチ
ャの収穫の手伝いをする。

帰りには土産まで頂いて村

人との別れを惜しんだ。 
 スエズ運河、パナマ運河

のスケールに驚き、ハワイ
では米軍基地やアリゾナ記

念館を見学した。波が荒れ

る日、快晴の時の海の色、
目の下を鯨が通り過ぎたこ

と、多くの貴重な体験をし

て、アッという間の１０５
日だった。六甲山が見えた

ときは、思わず感泣してし

まった。◆ 

グループ紹介 ① 

 
森 岡 典 子 
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神出幼稚園では野菜の栽

培から収穫までの実践を
行うことにより園児の正

しい食に関する知識を身
につけ健康な心と体を育

てる事を目的とした教育

を行っています。その一環
で去る５月 1３日に園児が

それぞれの鉢（８号）に年

少組はミニトマト、年長組
はキュウリを植えました。

園芸７期のわの会員が、手

取り足取りしながら指導

に当たりました。 
園児たちは、わいわいが

やがや言いながらも話を
聞きながら楽しそうに植

えました。今後も肥料や水

やりも自分たちでしなが
ら育てていきます。 

夏には美味しいトマトや

キュウリがたくさん穫れ

ることでしょう。 

員 

６月末現在、西区のわの構成

員は１０５名で、うち２名

は一般の方です。１６年度
に比べると２４名の増員

となりました。皆さんの力

をいただき活動を活発に
していきたいと願ってい

ます。 
現在、定期的に活動している

のはエルダービレッジの

ありがとう 

ございました 
「不用品はありませんか」 

７月３０日（土）しあわせ
の村の村まつり模擬店に、

グループ わ として「バザ
ーの店」に参加します。出

店に備えて、会員の皆さん

方に不用品のご寄付をお
願いしましたところ、なん

と４００点ほどの品々を
ご持参いただきました。 

 予想をはるかに越える

品々で、事務局一同、感激
しています。本当にありが

とうございました。皆さん

のご好意を無にしないよ
う頑張って売らせていた

だきます。 
なおこの売り上げはグル

ープわの活動資金に役立

たせていただきます。 

わ 事務局一同 

コーラス、社交ダンスなどで慰問 
生 8-西  三島 隆夫 

ふれあい料理教室始めました 
音５－東 藤井 潤子 

「食べたい物を自分で作
る」という男性が増えてきて

います。東灘区会では”男の

料理”ということで、第１回
目を６月２１日午前９時～

１２時に開きました。 
参加者は２１名（男性１３

名、女性８名）で、5テーブ

ルに分かれて「ワイワイガヤ

ガヤ」「乱切り
にんじんきり

はどないすん
ねん?」等々、生まれて初め

て握る包丁に、緊張感が溢れ

ていました。メニューは定番
の肉じゃが。おふくろの味を

想い出しながら、自分たちで

作ったお料理を楽しく美味
しく頂きました。各テーブル

に 1名づつ食文ＯＢの方が
優しく丁寧に指導して下さ

いました。感謝、感謝です。 

将来の目標は地域の方と一

緒に…です。行政も期待して

いるそうです。次回は9月

20日の予定です。 
園児たちに野菜つくりを教える わ の会員 

グループホームでの喫茶
コーナーの手伝い、話し相

手（月４回）や社交ダンス
（月１回）。 

（グループホーム花と風で

は社交ダンス（月１回）虹
の里では花の手入れ（月１

～２回）コーロむつみ（ボ
ランティアコーラス）によ

る老人保健施設の慰問、虹

の里では花の手入れ、なで

しこの里での園芸支援、木

工作業など幅広く活動を
していますが、この度、さ

らに次の２件のボランテ

ィアの要請が来ています。
会員の皆さんの絶大な協

力をお願いします。 
花のボランティア 

★介護老人保健施設「風と

緑」での花の手入れ 
作業内容はプランター30

鉢、観葉植物 20鉢、花壇
３箇所等の散水など 

 ２人ペアーで、月２～３  

 回、交通費、昼食あり。 
★西区民センター前の花の

手入れ 

作業内容はプランター20
個、観葉植物10鉢等 

いずれも２人ペアーで、月1
回程度。 

活動日は相談に応じます。 コーロむつみによるボランティアコーラス 

お料理教室で、緊張気味の男性会員 

幼稚園児の野菜つくりの手助け 
園３－西 松岡 泰彦 
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「ゴミって何だろう?」 親子教室 
                 生３－環  中島 洋吉 

 
こうべ環境未来館主催の
環境学習講座 平成１７年

度第３回の『ゴミってなん
だろう？皆で考えてみよ

う』が、７月１８日（月）

に神戸市環境局西事業所の
協力、親子５７名（子ども

２７名大人３０名）の参加

で実施されました。 
 私たちの家からは、毎日

たくさんのごみが出されて
います。これらのゴミは、

誰が集めて、どうやって処

理されているのでしょう
か？そして最後はどうなる

のでしょうか？ゴミを減ら
し、資源を大切にするため

には何ができるのかなど、

環境にやさしいくらしにつ
いて考えてもらう企画でし

た。 
 

組みが良く分りました。最

後に館内の探検が楽しかっ

た。（１１歳女児） 
・ おもちゃの縫いぐるみ 
などをフリーマーケットな

どに出して、ものを大切に

しようと思いました。資源

リサイクルセンターを見学

し、探検をしたことが楽し

かった。（１０才女児） 
・ ガスボンベのガスが入 
ったままだと、爆発してし

まうなんて知りませんでし

た。リサイクル、リデュー

ス、リユースなんて言葉が

あるなんて知らなかった

よ。工場見学をしたことが

楽しかった。（８才男児） 
・ ３Rのことがとても分 
りました。バイオマス発電

のことが始めて分って良か

ったです。ごみはうまく分

別したら資源になることが

良く分りました。環境未来

館の探検がとても勉強にな

り楽しかった。（１１歳男

児） 
「大人の感想」 
・ ごみの分別がはっきり 
分りました。省エネの取り

組みに付いて具体的に何か

らすれば良いか参考になっ

た。家族みんなで取り組ん

でいけそうなのでこれから

も楽しみながらごみを減ら

しリユース・リサイクルし

てゆきます。（３９才女性） 

・ このようなセンターを 
作らなければならないこと

を非常に恥ずかしいと思う

（分別すればすむこと）。家

の周りでも分別に全く意識

のない人が多くそれは若い

人に限らない。ある程度収

支に余裕のある自治体であ

るからできること。とにか

く分別を厳しくすべきとは

思わないが、他の場所でも

やっている様にごみ袋を有

料として、その袋でしか出

さない等の荒治療がいるの

では？センター内の見学コ

ース、展示物は見やすく内

容も充実していた良かった

と思います。（３４歳男性） 
・ 今まで何げなく出して 
いたごみに付いて、改めて

考えさせられました。捨て

ることごみにすることは簡

単ですが、そのごみを如何

にして減らしていくか、自

分の中でこらから生活して

いく中で工夫したいと思い

ました。実物のパッカー車

を見たり、説明を受けたり

楽しかったです。普段、目

にすることの多いパッカー

車に親しみを持つと同時に

ごみ出しのルールを守ろう

と思いました（３７才女性） 
など貴重な感想がたくさ

ん寄せられ、企画のねらい

がほぼ達成出来たのではな

いかと思います。 
 

午後からは、子ども組と大

人組に分かれて、資源リサ
イクル工場の見学と、ごみ

分別ゲームをした後、参加

者全員に渡された質問の答
を、未来館内に展示してあ

るパネルから探しだす「こ
うべ環境未来館探検ゲー

ム」に挑戦してもらい、答

合わせとふりかえりシート
記入で環境学習講座をおえ

ました。 
最後のまとめで、子どもた

ちに「ごみってなんだっけ」

と質問したら、「ごみは人間

の出すもの」「ぐちゃぐちゃ

にして出すとごみ、分別し

て出すと資源」という答が

返ってきて、今日の疲れが

いっぺんに吹き飛んだ思い

当日は挨拶やスケジュール

説明の後、屋外の駐車場で

環境局西事業所職員の方か

ら、パッカー車の構造やパ

ッカー車に積みことができ

るごみの量、参加した子ど

もたちによるごみ積み込み

の実演、危険物（油、農薬

など）の飛散実演などを見

学後、研修室に移動してご

みの出し方、減量の仕方、

ひまわり収集、ひまわり１

００番の説明、を聞いたり、

ワケトンビデオを見たりし

ました。 

がしました。 
 ふりかえりシートに書か

れた一部を紹介すると 
「子どもの感想」 
・ ごみが「資源」に変わる 
ことが分りました。ごみを

分別することは、すごいな

と思いました。パッカー車

にごみを初めて入れたこと

が楽しかった。（９才男児） 
・ ごみなんて捨てたら終 
わりだと思っていたけど、

捨てた後も、きちんと処理

してくれる人いたことを知

りました。パッカー車の仕 

ワケトンの縫いぐるみに集まった子どもたち  

パッカー車の構造を見学する親子たち  



１２ 情報ぎゃらりー 第３１号  
 

 

 

 

 

 

 

～聞いてみよう～ 

「中国で日本語を教えて」              

－甘かった最初の考えー 

 

    暑い夏、涼しいお部屋で、お茶を飲みながら、普通の主婦が単身、中国の広東省に 

    行って、日本語を教える奮闘談を聞いてみませんか ? 

 

    日 時 平成１７年８月２３日（火）  １０時３０分～１２時 

    場 所 しあわせの村内  神戸市シルバーカレッジ 

    講 師 水谷 くり子さん 

    企 画 グループ わ 事務局有志 

    お問い合わせ  グループ わ 事務局  電話 ７４３－８１０１ 

 

 

皆さん情報ぎ ゃらりー の

紙面が変わったのをお 気付
きでしょうか。前編集長、朝

日さんが本部に具申し て広

報誌印刷用にレーザー プリ

ンターを購入してもら った

のです。この情ぎゃら第３１

号がそれを使った記念 すべ

き第１号です。 

紙は相変わら ず再生紙 を

使っていますが、印刷がきれ

いになり、見た目も数段よく

なっています。とくに写真が

きれいになったと思います。 

私にとっても 記念すべ き

第１号でもあります。ものを

書くのはそんなに抵抗 はな

かったのですが、なにせ編集

から紙面つくり、校正と、こ

の１ヶ月間はパソコン を触

らぬ日がないほどでした。 

 パソコンの腕前は、シル

バーカレッジに入って 教え

て頂いただけで、この難しい

パソコン紙面つくりに は参

りました。朝日さんにはご迷

惑の掛けっぱなしで、何とか

１２面を仕上げましたが、投

稿いただいた皆さんはじめ、

役員の方々には大変お 世話

になりました。次号からはも

う少しましな紙面が出 来る

かと思いますが、皆さんの応

援をよろしくお願いします。

（ＪＮ） 

  編集後記 


